
ワロフカ・アレックス
２０１０年５月４日

四国：　島の中の島

 江戸時代の１７６５年に、大阪はロンドンと同じぐらいの４２万人以上の

人口を持つ商業中心の大都市だった 。(OURIR 2008)　しかし、この賑やかな大

都市から１００キロしか離れてない四国は何も無い田舎のままだった。今でもあ

まり開発されてない四国の四県は合わせて日本の人口の３.１６％で、（総務省

統計局 2009）国内総生産の２.６％（ESRI 2010）しかないので、四国はまだ経

済的に孤立のまま続いているといえる。四国の低開発と未開の自然環境は、法的

養護によってではなく、地理的や社会経済的な要素による。それゆえに、四国は

先進国での経済的な障壁と刺激での環境保護のモデルだ。

 １５００万年前までに四国は独立した陸塊ではなかった。四国は全部の日

本列島と同じように、ユーラシア大陸の大陸棚の一部だった。（Barnes 2003）

日本列島の形成の過程はまだ完全に理解されてないが、中新世（２４００万年前

から５１０万年前まで）と鮮新世（５１０万年前から１７０万年前まで）ごろに

日本列島がユーラシア大陸から独立し始め、フィリピン海プレート、アムールプ

レート、オホーツクプレートの間に起こった動きで日本は現在の位置に移ったこ
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とが広く受け入れられている。（Barnes 2003 and Nishiwaki 2009）第四紀

（１７０万年前から現在まで）のはじめまでに、北海道、本州、四国、九州の日

本の主な四つの島は現在の位置と形を形成した。（Nishiwaki 2009）

 日本列島の四つの主な島の中の一番小さい四国は現在愛媛、香川、高知、

徳島の四県に分かれている。合わせて、その四県の人口は４０４万人で、面積は

１万８千平方キロメートルである。（総務省統計局 2009）四国の内陸は非常に

山岳性なので、北の半分と南の半分は隔てられていて、北から南に行くには沿岸

の回り道を通るしかない。この行きにくさのせいで、圧倒的多数の人口も産業も

北部の愛媛県と香川県に集中している。（JETRO 2010）

 距離的に本州に大変近いのに、四国の地理は経済的な発展に大きな妨げに

なっている。四国は小さな淡路島と鳴門海峡に経済的な力を持っている大阪、神

戸、京都などの大都市がある関西から切り離されている。この海峡は非常に危な

くて２０㎞/h以上のスピードで流れる渦潮で有名だ。鳴門の渦潮があるせいで、

本州から四国へ渡ることは昔から大変危険だと考えられている。

 大日本帝国がつくったばかりの１８８９年から政治家が四国の未開発の原

因は地理的な孤立であると指摘した。その年、四国の初めての鉄道のテープカッ
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ト式で、大久保諶之丞という県会議員が本州から四国への橋を建てるのを進め

た：

「塩飽諸島を橋台として山陽鉄道に架橋連結せしめば、常に風波の憂いな

く、実に南来北向、東奔西走、瞬時を費さず。其国利民福、是より大なる

はなし 。」（Watanabe 2001）

この懇願にもかかわらず、１９５５年５月１１日の霧が深い日に起こった渡船事

故で１６８人が亡くなったときまで、四国への橋の建設は進められなかった。

（国土交通省海難審判所  2000）事故の余波にでた国民の批判で、日本政府は

やっと１９５９年に瀬戸大橋の計画を立て始めた。しかし、本州四国連絡橋公団

は１９７０年まで設立されなかった。また、７０年代のオイルショックのせい

で、架設が始まったのは１９７８年だった。１兆２００億円の費用と１３人の命

の犠牲で（坂出市 2005）、１３.１キロの本州と四国を結ぶ１０の橋のネット

ワークは１９８８年に完成した。明石海峡大橋と大鳴門橋を含む第二の橋のネッ

トワークは１０年後に仕上がって、１９９８年４月５日に開通した。（本州四国

連絡高速道路株式会社 2010）

 瀬戸大橋と明石海峡大橋の建設は否定出来ないぐらいに四国と本州の流通

をしやすくした。だが、ひとつの立場から見ると、橋自体は財貨とサービスの交
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換に経済的な障壁ができたしまった。日本の全国の道路網と同じように、四国へ

の橋を通るとき、自然環境を守るためや交通量を減らすための高い使用料を払わ

なければいけない。２０１０年４月に、明石海峡大橋の神戸から鳴門までの使用

料は普通車なら５,４５０円、大型車なら１５,７５０円だ。（本州四国連絡高速

道路株式会社 2010）瀬戸大橋を渡るのも非常に高い使用料がかかる。普通車が

４,１００円で、大型車は１２,１５０円だ。（本州四国連絡高速道路株式会社 

2010）

 それにもかからわず、明石海峡大橋の完成のすぐ後の年、四国で前例のな

い産業開発が始まった。例えば、１９９９年と２０００年の間に、四国の四県の

県内総生産は以外に８０％伸びた。（METI 1999）四国のローレンツ曲線から

きている所得分配の不平等さを測るジニ係数は世界での二番目に低い０.２４９

に減少した。（UNDP 2009）８０年代の日本政治家やメディアでよく使われた

「一億総中流」というキャッチフレーズは確実に当てはまった。

 けれども、この孤立状態が緩和された状況での経済的な開発に四国全住民

は喜んだわけではない。政府が支持した産業開発とインフラストラクチャーのプ

ロジェクトは伝統生活を弱体化して環境を害する、と多くの四国の住民は思っ
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た。開発に対するひとつの例は徳島市でのダム建設を反対した住民投票の成功で

ある。

 第二次世界大戦後の日本政府はよく「イエスマン, rubber stamp」または

「官僚主義者が最もよく知る, bureaucrats know best」の民主主義と呼ばれて

いる。（Kuroda 2005）確かに、自民党は、他党が支配した１１ヶ月を除い

て、１９５５年から２００９年まで、ほとんど抵抗なしで好きに国を治めたき

た。（BBC 2009）そうであるのに、地域レベルに起こる政府のイニシアチブを

首尾よく抵抗した珍しい例がやはりある。徳島市民の強い反対を強調するダム建

設に関する住民投票はこの例のひとつである。

 二つの関心は反対運動の要因になった。第一は、ダム建設の１兆円以上の

予算で、第二は吉野川の豊富な自然環境に与える影響であった。この二つの関心

を基づいて、ダム建設は１月２３日の徳島市民の住民投票によって圧倒的多数で

否決された。90.14％（102,759人）はダムに反対して、8.22％（9,367人）し

か建設案を支えなかった。（Jain 2000）おもしろいことに、他の日本または外

国でのダム建設の反対運動と違って、環境的な被害より経済的な影響がダム建設

反対の最も強い原因であった。２０００年２月１日のロサンゼルス・タイムズで

出版された記事によると、「出口調査の結果によって、自然環境的への懸念は投
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票者に影響を与えたが、１兆円以上かかるダム建設が納税者のお金の無駄になる

という考え方が最も重要な結果の原因であった」。（Efron 2000）

 住民投票の結果は全く拘束力がない。多くの学者は、日本の民主主義の他

の要素と同じく、「住民投票を行うのは非常に難しくて、結果は政治家に必修で

はなくて、本当に不十分な政治的ツールだ」と考えている。(Jain 2000）そう

いっても、住民投票は一般市民が使えるツールという点で大切であって、徳島市

の投票結果は明確に自然環境と経済の結びついていることを指摘する。

 もっと広い立場から見ると、四国で自然環境保護を奨励する経済的誘因は

はっきり見えないかもしれない。四国は、別の島と違って、重要なエコツーリズ

ムの行き先ではないので、自然環境が経済的な繁栄の原因とはいえない。多くの

ほとんど未開発の場所は確かにあるが、特にみごとな自然的な魅力はほとんどな

い。ガラパゴス諸島のガラパゴスゾウガメやカラフルな熱帯地方の鳥や意外にき

れいな白い砂浜などは全くない。と言っても、まだ密接に自然と関係ある理由で

毎年多くの観光客は四国に来る。

 ８世紀に空海という僧に初めて歩かれた四国遍路は、１２００キロの四国

のところどころにある８８箇所の真言宗のお寺への周遊旅行だ。昔は、江戸や大

阪の人口が多い本州にある大都市からの少ない人数の敬虔な仏教徒しか四国遍路
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を歩きに来なかった。しかし、現在は、信心深い人たちだけではなく、毎年１５

万人以上の国内または海外からの一般の観光客が四国遍路をしに来る。（NHK 

2009）真言宗や密教には別に興味を持っていないで、ただ田舎の四国の非常に

きれいでユニークな自然環境を楽しむために来る人はかなり多い。そのために、

ひとつの観点から四国はエコツーリズムの目的地だと考えられる。

 いくつかの特徴があるので、四国はエコツーリズムの最も有害な影響を受

けないで、かなりの経済的な利点をもっている。第一に、四国遍路はエコツーリ

ズムの目的地として助長されてない。四国ではバニッシング・エッジ・プールや

ぜいたくなスパなどがある五つ星のホテルもないし、またはExpediaやApple 

Vacationsなどの旅行会社は四国八十八箇所へのパケージツアーも売らない。だ

から、同じように自然的な美しさがあるのに、四国はケニヤのデラックスなサ

ファリツアーとずいぶん違う観光客を引きつける。四国遍路をしに四国に来る観

光客は、慎重に丁寧に整えられているエキゾティックなぜいたくを楽しむためよ

り、海岸や山岳の多い内陸で厳しいハイキングをするために来る。日常生活から

の短い間の逃避を楽しむより、遍路の歴史的や精神的な重要性を尊敬するために

四国に来る。
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 第二に、瀬戸大橋ができる前に、危なくて不便な船でしか四国へ行けな

かった。これで一般の観光客のいない状態を確保して、もっとよく自然を尊敬す

る観光客や巡礼者だけが四国への旅人になった。現在は、電車、車、バスなどで

簡単に四国の北海岸まで行けるのに、最近までの交通の不便さや今でも続く南部

の県の孤立は、最も熱心な人以外をがっかりさせる遠隔のイメージを永続してい

る。

 それでも四国遍路をするために来る旅人は四国の経済に重要な影響を与え

る。遍路のルートはほとんどまだ未開発の田舎なので、小さな村に住む住民たち

が宿泊設備や食事を提供ことで直接に儲かる。これはお金持ちの多国籍企業や政

府関係者がほとんど全部の観光客からの出費を収入にする一般的なエコツーリズ

ム産業がある島との大きな違いである。これで個々の市民は四国の自然環境を守

る経済的な誘因となる。

 仏教の巡礼者に与える経済的な有利、または国内と国外商業を促進する瀬

戸大橋と明石海峡大橋があるにもかからわず、日本の他の地方と比べて、四国は

世界金融危機からの回復が遅かった。日本銀行の２０１０年１月１５日に公開さ

れた地域経済報告によると、他の地方は回復し始めたが、四国の「雇用情勢が厳
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しい状況にあって」、または「雇用者所得が冬季賞与の削減などから大幅に減少

している」。(Bank of Japan 2010）

 四国の最近の経済的な問題の原因のひとつは工業生産のレベルの減少であ

る。経済産業省が計算する鉱工業指数は２００８年と２００９年の間に１４.

１％下落して、９０.３点の最安値になった。（METI 2010）国内総生産の２０

０％以上（IMF 2009）に増え続けている国家負債にもかからわず、日本政府は

主として不成功に終わった３８５０億円の四国の経済を刺激するための公共建造

物プロジェクトを引き受けた。（METI 2010）前年に比べて、これは全国平均

の１０.２％よりずいぶん高い１６.１％のインフラでの公共支出の増加を表す。

（METI 2010）

 最近の景気後退が起こる前にも、四国は財源のために国に依存した。２０

０３年に、四国の四県は、国からの財源を入れずに、必要な公共支出の３８％し

か払えなかった。（MLIT 2003）同じ２００３年に、東京都は国からの援助な

しで必要な公共支出の７２％近くを払えた。（MLIT 2003）このような国への

依存は地元の政治家が自然環境を害する国家主導に反抗する力を衰えさせる。実

際に、徳島市の２０００年の住民投票の明確な結果にもかからわず、国は地域住

民の意見を無視して、ダムのプロジェクトをすこし改訂してダム建設を続けた。
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 環境破壊を防いで近代の産業の成長を遅くさせる経済的な障壁と要因は確

かに四国の環境に非常にいい利益を与えた。多くの点では、四国の住民たちも同

じ要素から恩恵を受けて、豊かな伝統的な文化を保存しながら、ユニークなエコ

精神的なツーリズム産業ができた。しかし、世界金融危機のせいで経済状況が悪

くなり続けて、東京の政治家が開発プロジェクトを推進して、または本州と四国

を結ぶ瀬戸大橋などの向上したインフラが影響を与えながら、いつまで四国の自

然環境と住民たちがモダンな開発の誘惑に堪えられるかはまだ分からない。
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